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第３章　リスクアセスメント実施一覧表の作成（安全・労働衛生）

表１－３　危険性又は有害性に近づく頻度の区分と評価の点数（例）

頻　　度 点数 内　容　の　目　安

頻　　　　繁 ４ 毎日、頻繁に立ち入ったり接近したりする。

時　　　　々 ２ 故障、修理・調整等で時々立ち入る。（１回／週～１回／月）

ほとんどない １ 立入り、接近することはめったにない。（１回／年程度）

留意事項

　危険性又は有害性に近づく頻度は、作業の頻度とは異なります。

　

　例えば、卓上グラインダーを用いて、手でと
4

石に材料の金属部品を当てバリ取りするとき、

材料が小さいものだけの場合、毎回、回転すると
4

石に手指が巻き込まれやすいので頻度は多

く「頻繁」、逆に材料に大きいものが混じるとその分だけ持ちやすくと
4

石に近づかないので、

巻き込まれにくくなり頻度は少なくなり「時々」、さらに作業中と
4

石が割れ顔に当れば重傷

ですが、めったにと
4

石が割れることはないので頻度は「ほとんどない」と考えます。

　また、プレス作業で材料を金型に挿入し取り出す場合、①毎回、作業者が手で挿入し取り

出している、②治具を使って挿入し取り出している、③取り出すときは自動的に回収箱へ落

下するように改善されているような場合は、危険性又は有害性に近づく頻度は徐々に減って

いると考えられます。

　（４）リスクの点数（リスクポイント）の算定

　リスクの点数は、発生のおそれのある労働災害の重篤度と発生の可能性および危険性又は有害性

に近づく頻度の組合せによるリスクの見積りを加算や乗算などで数値化したもので表します。ここ

では加算により点数を求めます。

リスクの点数（リスクポイント） ＝ 重篤度 ＋ 可能性 ＋ 頻度

( 例 )

　リスクの点数（リスクポイント）

　　　　　　　　＝　６（重傷）＋２（可能性がある）＋２（時々）　＝　10


